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オセロの意味論的な認識過程

橋 本 侃

「誠実で信頼 に足 りる」 イヤーゴによってたばか られているとは最後の

最後 まで気づ かず、い とも簡単 に嫉妬 にかられ、オセ ロの心 は乱 れ、気は

激 し・ 目が くらみ、つい には文字 どお り意識 まで失 って しま う。そ して、

ことの善悪の区別がで きずに、ムーア人の一部族 と替 え られぬほ どに も貴

重 な一粒 の真珠 を、愚かに も自らの手で投 げ捨てて しまった。 ことをあ ま

りにも知 らず にいたために、ことがあ ま りに も見えなかったか ら余計に、

さらには、 ものをあ ま りに も考 えぬ性向であったせ いで、 自らの手で愛す

る者 の息の根 を止めて しまった。 なぜ、オセ ロには真相が見えなか ったの

だろ うか。なぜ 、聞いたこ とが嘘であるか もしれない とオセロは思 いつか

なかった甲か、なぜ、すべてが事実でないかもしれないという可能1生にま

で考えが犀ばなかったのであろうか。それはオセロの認識過程に問題があっ

たか らなのである。

この小論では、三幕三場 のいわゆる 「誘惑 の場」 を中心 に、オセ ロの言
ピ

動の悲劇 に至 る動機づけに焦点 を合わせ、オセ ロの ものの捉 え方を見てゆ

きなが ら、 イヤーゴが張 り巡 ら した話術 の ワナにい とも簡単 にオセ ロが捕

らえ られてゆ く様子に注 目したい。 さらに、この場面 には、 もちろん他の

場面で も心象 として重要 な役割 を果 た しているのだが、オセロ とイヤーゴ

の二人の対話 に出て くる 「…… と思 う、…… と考 える、…… を知る、……

と信 じる」 な どとい う一連の認識表現が 、「…… を見 る」 とい う表現 とと

もに頻繁 に使 われている。 この表現群 を 一般意味論的な立場 か ら踏 まえた

上で、1)オセ ロが持 つ 認 識傾 向 に注意 を向 け、 イヤ ー ゴの 言葉 遣い の巧 み

さに捕 らわれて しまったオセ ロが、物事 の輪郭 さえ もはっ きりと見分ける

ことがで きず 、 ものの判断が付 かず 、ついには分別 を失い、貴重 な愛 を 自

らの手で抹殺 して しまう次 第を見てゆ きたい。

小論の構成は、 まず 、イヤーゴが 言葉巧みにオセロをそそのか し、つ い
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にはデズデモ ーナを殺す決断をFさ せ て しま う三 幕三場 を中核 と して取 り

上げ、オセ ロが デズデモーナ殺 しを心 に決めてい く過程 を捉 え、次に・そ

の決意に至 るまでのオセロのため らい と、イヤーゴの果敢 なそそのか しを

追い 、最後 に、デズデモーナを手に掛 けて しまうまで、デズデモーナの不

実 を信 じ込 んでいた人間オセロの悲劇的な感 じ方、考え方 、 さらには・生

き方 を検 討す る仕組み になっている。

それでは先ず 、三幕三場の 「誘惑の場」 を中核 に して、 どの ような過程

を経 てオセ ロが つ の悲劇的 な認識、つ まり、デ ズデモーナが不 貞を働 い

た とい う結論 に至 ってい くのか を見てみ よう。耳で聞いた ことと目で見た

ことが、いかに事 実 として認識 され、いかに 一つの強迫観念 として心の奥

に定着 していったのだろ うか。事の真相が明 らか になるまで、オセ ロは疑

いに苦 しみ さいなまれてい く。そこで、事 の真相が明 らか になる終幕へ 一

足飛 びに 目をr司けて み た い。

最 後 の最 後 に オセ ロが得 た、デズデモーナが身を汚す ことはなかった と

い う認識 は痛 ま しくも遅す ぎた。デズデモーナは確か に貞淑であ り、キャ

シオーは潔 白であ った。 イヤーゴが陥れ ようと計 った二人の美徳はいやが

上 に もオセ ロの 目の 前で輝いている。そ して、事 の真相が判ったオセロは、

りっぱな武人 と して キャシオーの弁明を潔 く受 け入れる。 イヤーゴが1吾る

己の敗 北 の 時 は 、DIY人 に とって あ ま りに遅 す ぎた。 イヤーゴは、 これ を最

後 に沈黙す る。オセロをたばかった、その 口を閉 ざす以外 の道は イヤー ゴ

に残 されていない。言葉の魔術 師は言葉 を失い、二度 とそのplV弁 を弄 す る

こ と もな く、 当然 の報 い として、拷問台へ と引かれてゆ く。

キ ャ シ オ ー

オセロ

イヤ ー ゴ

親愛 なる将軍、わた しは一度 と して

閣 ドに疑 われるような事は してお りませ ん。

そ うだ と確信 してお る。そ なたに許 しを乞 いたい。

お願 いだ、あの小悪魔 を尋問 して くれ

わ しの身 も心 も全部 、これほ どまでのワナに掛けた理由を。

なにかを[fわ せ よ うと、せ が まい で くれ 、

皆 さんが知っていることは、知っているこ とだか らな。

これか らは ・言 もしゃべ るつ も りはない。(5.2.296-301)'1)
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小悪魔は退 けられ、ワナに掛 け られた理由 をオセロが知 ることはない。残

された善人た ちの悲劇は痛 ま しい。 イヤーゴは 「誠実で信頼に足 りるイヤー

ゴ」 を演 じき り、手前勝手 な猜疑心か ら、他人の言葉 や行い をす なおに理

解せず 、妬み疑 って、言葉 を武器 に思いの ままに他 人を踊 らせ 、ついには

善人たちを破滅 させ て しまった。その イヤーゴか ら吹 き込 まれた言葉 を、

オセロはそのまま信 じて しまった。あ ま りに見事 に、あ ま りに巧妙 に繰 り

出 された毒蜘蛛 の巣 はオセ ロの 「身 も心 も全部」がん じが らめに して しまっ

たの だ。

それ とい うの も、オセロがい とも簡 単に小悪魔の巣 に捕 らえられたのは、

すべ てはオセロの ものの見方に問題があった。受け取 り方に原因があった。

イヤーゴの繰 り出す手練 手管 は、オセ ロの思考 と認識過程 を熟知 した話術

にあった。オセ ロの心 を思 うように捕 らえ、その鼻面 を掴 まえ、愚鈍の ロ

バ同然 に引 きず り回 した誘導質問の波状攻撃にあった
。 オセロは本能的に

イヤー ゴの 醤葉 をいぶか しい と思 うことは思った。 イヤーゴの発す る問い

掛 けは心 に何 かの屈託で もあ るかの ように聞 こえて くるのは確 かだったか

らだ。だか ら、それ を突 き止めな くて はならない、 と思 った。なにせ相手

は信頼に足 りるイヤー ゴの ことだか ら誠実 に打 ち明けて くれるはずだ。胸

に …物 な どあるはずのない正直者 イヤー ゴのこ とだか ら、隠 さずに全 部話

して くれるはずだ。

デスデモ ーナの もとか ら、まるで逃 げるように去 ったキ ャシオーの後 ろ

姿 を見 させておいて、イヤーゴはオセロに向かって、いぶ か しげにつぶや

く。あれが キャシオーな ら、 なぜ 「こそ こそ と、や ま しそ うに逃げ出 し」

たのか。そ こが 「気 に入 らぬ」 と、オセ ロの耳 に届 くか届かぬ ぐらいの小

さな声で言 う。そ して、ここに 「誘惑 の場」が始 まる。

イヤー ゴ ははあ、あれは気に入 らぬ。

オセ ロ なん と言 った?

イヤ ー ゴ 何 も 言い ませ ん、 閣 下。 ただ、 もしか した ら、の話です。
一 いえ、なに も知 りませ ん。

オセロ 妻 か ら離れていったのはキャシオ でなかったか?

イヤ ー ゴ キ ャシオ ーで す って 、閣下?い い え 、考え られ ませ ん、

そ ん な こ とはあ りませんで しょう、

あの方があの ようにこそ こそ と、
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や ま しそ うに逃 げ出すなんて

お姿が見 えたか らといって。

オセ ロ あの男 だった、 とわ しは確信 しておる。 (3.3.34-40}

この二人のや りと りで注 目したいのは、二人の台詞 にある 「知 りません」・

「考え られ ませ ん」、「確信 してお る」 とい う表現であ る。 なぜ なら・「……

と思 う、…… と考える、……を知る、∵…・と信 じる」 な どとい う一連の表

現 が、「…… を見る」 とい う表現 とともに、この場面 に頻繁 に使 われ てい

るか らであ る。人 はものを見て、何 かであ ると知 り、何かを心の中で思い・

何か を頭の中で考え、何かである と信 じ、やがて得心がゆ くのが普通だか

らである。 この思考過程 を経て、我 々は…つの認識 に至 るのが普通なので

ある0;i)

ところが 、 オセ ロに は、 もの を見 て、 ものを聞いて、直 ぐに信 じる性向

がある。あ ま りにも直観的 に判断す る態度が明 らかなのであ る・頭 を使 っ

て考えて結論 に至 るまでの過程が オセロには特徴的 に、 また悲劇 的に・欠

落 している。状況判断 を一歩間違 えば、結果は取 り返 しの付かぬ ことにな

るこ とを戦場 では何 回で も経験 的に知っているはずであ る。 しか し、平和

時で人 と人 とが個 人的 に交 わる場合 は どうか 一一そ こに、 イヤーゴはオセ

ロの隙 を見た。心 を乱 させる糸 口は人の言葉 を信 じやす いオセロの人の善

さを利用 して引 き出せ ばいい。

イヤーゴ あのムーアは率直で 、寛大 な タチだ。

だか ら、人 を見れば正直だ と思い込む

単 に外見がそ う見えるだけ なの に。

だか ら、い とも簡単に鼻 っつ らで引 き回わせ る、

まるで ロバ と同 じだ。(1.3.399-401)

オセ ロが 「率 直で 、寛 大 な タチ」 であ ることをイヤーゴは熟知 している。

そこが付 け 目なのだ。そ こに付け込めばいい。 なぜ な ら、表面 は正直そ う

にふ るまえば、率直に 「正直 だと思 い込」 んで しまうのだ。いったん真実

と思い込んで 、信 じて しまった ら、それは絶対 に真 実であ り、永久 に真実

なのであ る。あれか これかを見極めてか ら行動 を起 こそ うとす るハ ム レッ

トやマ クベスの心的態度はオセロにはない。主観的 な見解が 、いつの間に
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か、客観的 な事 実 となって しまうのだ。

ならば・イヤー ゴと しては、耳 に伝 わる とお りに言葉 を信 じさせておけ

ばいい。言葉の背後 にあ る話 し手の意思 にまで考 えが及ばない ところにオ

セ ロの御 しやす さがあ った。ほんのわずかで もそそのか してやれば、ほん

の少 しで も耳 に明か してやれば、ほんの少 しの証拠 で も目に見 させてやれ

ば・オセ ロは話 し手の真意 を疑わず 、耳で聞 いた こと、 目で見た もの を事

実 と確 信 して しまうはず 、 とい う読みが イヤ ーゴにあ った。 これが オセロ

の性格 設定であ る。

それではここで、 この性格設定 を踏 まえた上で、 オセ ロの役柄 を見てみ

よう。 どのような人物 として登場 したのであろ うか。 まず なによ りも、オ

セ ロは軍 人であった。戦場 にあ って こそ勇猛果敢 な活躍がで きる。今 は平

和 時である。 トル コ軍 は撃退 され、キプロス島には再び平穏 な生活が始 まっ

ている。 また、オセ ロは異 国人であった。 自国にあるの と違 って、ヴェニ

ス人の気心 に も生活感覚 に も慣 れていない。 ヴェニス大公 と政府の高官 た

ちを除いて他の人 をほ とん ど知 らない状態 にある。 さらには、ヴェニス人

との個人的な付 き合いはほ とん どない と言 って よい。

そ して また、生 活基盤 に培 われた ヴェニス人の発想 と言語習慣 にも不慣

れであった。いやそれ よりも、生 まれなが らに、ものを深 く考えない タチ

であった。 イヤーゴの言 う 「寛大 さ」であ る。相手の言葉は文字 どお りの

意味 で しか受け取 らなかった し、真意 など思いつかない し、 ま して判 ろう

とも しなか った。軍人 ならば命令は一一兵卒に至 るまで 上官が発話 した とお

りに復唱 され、実行 されな くてはな らない。それが軍隊の常道であ る。

さらにまた、中年 になって初 めて女性 に菓 われ、恋 を し、この女性 を他

人の誰 よ りも好 ま しい と思 うようになった矢先に求婚 され、その女性 を妻

としたばか りである。それ も、年齢や、民族や肌の色 な ども誰の 臼に も明

らか に違 うの に、4)自分 は選 ば れ た とい う嬉 しい 自負 の念 が あ った。 その

恋愛 の初めがそ うであ った ように、積極的に 自分の方か ら働 き掛 けたわけ

ではない。だか ら、い とお しい とさっ きまで思 っていた女性 の心が他の男

へ 向いた と判る と、本 人の 口か ら確 かめる慎重 さもな く、 ヒ官思 い と信 じ

る士官の言葉の方 を信 じ、愛 していると思 った相手の気 ま ぐれの行動 を突

き放すかたちになって しまった。その愛情 を受 け入れた責任 はあるものの、

遂行 し、永続 させ る義務は ない とい う態度である。慕 われたか ら愛 したと

い う身勝 手 さが明 らかである。
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確かに、オセロは異邦 人であった。他郷 にあって傭兵の将軍であった。

戦場 における寸時の判断が 自軍の命運 を左右す ることは経験で知っていた。

直観が命 を救 うのだ。生 まれ も育 ちも違 う異国人の内 にあって・軍人 とし

ての名誉 と誇 りを全 うす ることを、何 にも増 して、優先 させ な くてはなら

ない。それがオセロの物心つ く頃か ら体験 的に課せ られた責務であった。

か くして、異境 にあって、 ものの考 え方 、感 じ方 に個 人的 な違和感 を抱 い

た と して も、あ ながち当人の不徳 な り不 明を責 めることはで きない・そ こ

が イヤーゴの付 け 目であった。

だか ら、イヤーゴの ような海千 山千のつわ もので、世事 に も精通 してい

る者 にとっては、オセロはキ ャシオー と同 じで、「机 上の 知識 に基づ い た

学説 を前線 に当てはめ……実践 な しのたわごとばか りが/奴 の兵 隊 と して

の 能力 よ(1.1.20-23)」 とい うこ とに な る。配 下 の兵 を命 令で 動か す こと

は指揮官 としてはで きて も、自分の言葉で同気相和す までに・同等 の存在

と して、人の心 を個人的 に動かす ことはなかった。友情 も知 らず・まして・

女性 に自ら進 んで心 を向 けるこ ともなかった、 と思われる。

その ような朴念仁 のオセ ロがデズデモーナの愛 を勝 ち得 たのは・その境

涯 にたいする彼女の無垢 の同情 にあった。「わた くしが経 験 した数 々の危

険のゆえにわた くしを愛 して くれ ま した 、/そ こで 、 わ た く しに 同情 し

て くれ た、そ うい うあの人 を愛 しま した(1.3.168-69)」 とい う の が ・ オ

セ ロが ヴ ェニ ス大公 の前で公式 に表明 した二人の馴れ初 めである。 これ ま

での 「数 々の経験」 を生 き抜 いた衿持があったか らこそ、 また・その結果

と しての半生 を賞賛 されたのではな く、自分の外面的 な容貌 な どに目を向

けず 、女性 に特有 の慈 しみの心 を持って同情 して くれたか らこそ心 を動か

された、 とオセ ロは言 うのだ。

確 かに、オセロのそれ までの人生は名家の子女には不思議な夢物語であっ

た。現実味の薄 いお とぎ話の世界に属 している英雄が オセロの存在であ っ

た。 しか も、贈 られたハ ンカチ を 「始終 身近に持 っていて、それ にキス し

た り、/話 し掛 け た り して(3.3.299-300)」 い る よ うな童女 その ま まの純

真 さが デズデモ ーナ にはあった。 この純心 さと 「不潔な悪徳」 との結 びつ

きに違和感 を抱 かなか ったオセ ロに人間観察の痛 ま しい不徹底 さを見 る。

一方のイヤー ゴは、現実的な生 き方 を善 しとしていた。イヤ ーゴに とっ

ては、オセロ とデズデモーナの結婚は/y{Jに落 ちぬ もので あ った。 二 人の 結

び つ きは彼の常識 にない ものだった。生 まれ、育 ち、年齢、そ して容貌の、
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どれ一つ とって も解せぬ ことであ った。人間本来のほのぼの とした愛情 関

係 も愛欲以外 のなに もので もない。だか ら、 イヤー ゴにかかれば、キ ャシ

オー と同様 にオセロ も 「きれいな女房がいるせ いでほ とん ど地獄落 ち(1 ,

1・20)」 とい う こ とにな る。愛 の行 為 も、おぞ ま しくも 「背 中二つ の野獣

の色 ごと(同 、115)」 とい うこ とに な る。他 国の 将 軍 を意の ままに手繰 る

など、赤子の手 を捻 る ぐらいに簡単 にやってのけ られ るのが イヤーゴであ

る。生 まれ も育 ち も、考 え方 も感 じ方 も違 う異国の 、いわば机上の理論家

であるオセロ とキャシオーを、世事の理論で撹乱 させ るなど朝め し前 の こ

とであ った。.

この よ うに世 間知 らず の総 督 や 先任将校5)な どとい う 目上 の 存 在 は 、 嫉

妬 深 い イ ヤーゴ)に とって 、一事 が万 事 うと ま し くてかなわない。 これ ま

た異邦 人であ るフィレンツェ人キャシオーは異邦人のムーア人オセロにとっ

て覚 えめでたい。イヤー ゴとい う男 に とっては女性 が欲情の対象以外の何

物で もないのだか ら、 また、フィレンツェの男 も中年 のムー ア人 も色欲の

かた ま りである と伝 え聞いてい るか ら、 さもあ りなん という噂 どお りに、

女房 を寝取 ったに違 いない。な らば、「目には 目、歯 には歯」 の伝 で、「妻

には妻 だ。奴 と五分五分 になる まで は、なにが どうあ ろ うと/こ の心 を

絶 対 に満足 させ る こ とは(2⊥296-97)」 で きない の だ 。 当然 の 報 い を受

け させ なければならない。遠 く離れた故郷の ヴェニス と違 って、実戦 が も

のを言 うキプロス島 とい う前線基 地にいる今 を逃 しては副官 イヤー ゴが隊

長 になる好機 はない。

それゆえ、デズデモ ーナの 「美徳 を不潔な悪徳 に変 え、/生 まれ なが ら

の 人 の善 さを網 に して/奴 らみ ん な を一網 打尽 に して くれ よ う(2 .3.355-

57)」 と計 るの で あ る。 イヤ ー ゴの 目は、オセロ と同 じよ うにデズ デモ ー

ナの 「生 まれなが らの人の善 さ」こそ、付 けいることので きる突破口なのだ。

それには、 どう攻め込 むか。対 トルコの戦勝気分 に浮ついているの を幸

い、酒に弱い隊長 を酒乱 に追い込 む作戦 に出た。手 なずけた阿呆たれの ロ

ドリーゴを焚 きつけ、キャシオーに喧嘩を売らせた。前後の見境のなくなっ

たキャシオーは、思惑 どお り、オセ ロの前任者で前のキプロス島総督のモ

ンターノーに さえ切 り付けた。そ して とどのつ ま り、オセロの激怒を買い、

キャシオーは謹慎処分 に追い込 まれて しまった。 この機 を逃 さずイヤー ゴ

は、デズデモ ーナを介 しての名誉 回復 を、お為 ごか しにキャシオーに勧め

た。 こう して、デズデモーナ とキ ャシオーの仲 をオセロにほのめかす こと
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か ら、イヤーゴの 「実戦」 は始 まった。すべ ては結果 をごろ う じろ・ とば

か り小悪魔 イヤー ゴはほ くそ笑 む。

そのイヤーゴの射た最初の矢が 、前述 した 「あれは気 に入 らぬ」 とい う

言葉 である。デズデモーナは素 直であったので、 さっ きまで傍 らにいた者

が不興 を買 ったキ ャシオーであることを隠 さなか った。だか ら・イヤー ゴ

の虚 をて らった、ほのめか しは先ず もって失敗 に終わって しまう。しか し・

デズデモーナ とエ ミー リァが退場 し、オセロと二人 だけになる と、イヤー

ゴは思考の要 になる短い言葉 を次 々 とぶつ けてゆ く。誘導作戦の始 ま りで

ある。そ うす る ことで、初 めはそれ とな く、次第に強い疑念 をオセ ロの心

に染み込 ませてい く。それではい よい よ、イヤーゴの言葉遇 いの巧み さを

追ってい こう。

イヤーゴ マ イケル ・キャシオーは閣下が奥様に求婚 された時、

閣下が愛 されていたことを知 って いたので しょうか?

オセ ロ 知 って い た 、初 め か ら終 わ りまで。

なぜ聞 くのだ?

イ ヤ ー ゴ いや 、 た だ 、 わた し自身の考 えに納得 をゆかせたいだけです。

それ以外 に意 図はございません。(3.3.94-98)

「そ れ 以外 に意 図」 が ない と言 われて しまえば、普通の話題 ならオセ ロは

不審 に思 うこともなかってあろ うが 、ことデズデモーナに求婚 した時の こ

とが話題 にのったのである。「知 っていた」 とオセ ロが 認 め る と、 キ ャシ

オーが 「奥様 を知 ってい るとは思わなか った(同 、99)」 とイヤ ー ゴは応

え る。 た びた び二 人の仲立ちを して くれた と言 うと、イヤーゴの誘導作戦

は軌道 に乗 る。

イ ヤ ー ゴ

オ セ ロ

イ ヤ ー ゴ

オ セ ロ

イ ヤ ー ゴ

本 当ですか1

「本 当で す か」 だ と?そ の とお りだ 。

そ こに見 分 け る何 かがあるのか?

あの 男 は誠 実 で は ない の か?

「誠 実」 です か?

「です か」 だ と?そ うだ、 「誠実 」 だ 。

閣下 、わ た くしが存 じてお ります限 りにおいては、そ うです。
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オセロ

イヤーゴ

オセ ロ

ど う思 うのだ?

「思 う」 です か?

「『思 う』 です か」 だ と!確 か に 、 こ いつ は

わ しの言 うこ と を山彦の ように返 して くる。

まるで こいつの考 えの 中に化 け物で もいるようだ

恐 ろ しくす ぎて人に見せ られない ような何かが。

(同 、101-111)

つ い に小 悪 魔 イヤ ー ゴは相 手 の言 ったことをいぶか しげに聞き返すことで、

「思 う」 とい う言葉の呪文でオセロを翻弄 させる ことに成 功 した。 何 か恐

ろ しい考 えを しまい こんだような表情 の イヤーゴを見 て、その不気 味 さに

オセ ロは恐怖 を覚 えた。 オセ ロには相手の言葉の意味が瞬時に判 らない と

本能的 におびえるところがある。それ を察知 したイヤ ーゴはオセ ロの知 り

たい という願 いを巧み に引 き寄せ て誘導 を続 ける。 もち ろん イヤ ー ゴの

「考 えの中に……化 け物」が うごめ き始めたのは確 かであ る。

オセ ロ

イ ヤ ー ゴ

オ セ ロ

も しこのわ しを愛 して くれているなら、

お前の考えを明か して くれ。

閣下、わた くしが 閣下 を愛 している ことはご存 じです。

わ しもそ うだと思 ってい る。

そ して、お前はわ しへの愛 と誠実の心 でいっぱいであ り、

もの を言 う時は まず言葉 を

慎重 に吟味す るとい うことを知 っている。(同 、1.19-23)

「考 え を明 か」 さ ない イヤ ー ゴか らは、「わた くしが 閣下 を愛 して い る こ

とはご存 じです」 と答えをは ぐらか されるが、それで もオセ ロは 「そ うだ

と思っている」 と慎重 に応 じている。 しか し、 イヤーゴが 自分 より慎重 に

言葉 を選ぶ ことや、オセロへ の愛 、つ ま り軍人 と しての上官への忠実 さと

誠実 さは 「知っている」 と断言 している。 オセロは続 けて、イヤー ゴが部

下 と しての忠実 さと人間 としての誠実 さ も認めた うえで、その程度の 自信

な らイヤーゴが挫 くことはたやすい とも知 らず 、自分 に も人を見る 目があ

る とオセ ロは鼻 をうごめかす。キ ャシオーにつ いて何 かC=Jい た げ な イヤ ー

ゴ に向 か って オセ ロ は言う。
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オセ ロ

イ ヤ ー ゴ

オ セ ロ

イヤ ー ゴ

オセロ

だか らこそ、お前の先 の ような口ご もりは

益々わ しをぎょっとさせ る。

こんなことは、部下 として信頼す るに足 らぬ不誠実な奴なら、

日頃 よ く遣 う手だ。だが しか し、心 の正 しい人間にあっては・

それは心の中か ら沸 き立つ、一物が隠 された腹の膨れなので、

感情 で押 さえ込めずに 自ずか ら出て くる ものだ。

マ イケル ・キ ャシオーにつ きましては、

誠実 な男 であると思い ます あえて誓い ます。

わ しもそ う思 う。

人は見た とお りであるべ きです。

あるいは、そ うで なか った ら、見掛 け倒 しで ない ように

願い ます。

確か に、ひとは見掛 け どお りにあるべ きだ。

イ ヤ ー ゴ そ れ な ら 、 キ ャ シ オ ー は 誠 実 な 男 と思 い ます 。(同 、123-32)

イヤー ゴが 「人 は見た とお りであ るべ き」 と機先 を制す と、旨い具合 に、

オセロは食いつ いて きた。誠実な男 なら腹 に一物あれば必ず外 に現わす は

ずだ。だか ら、キ ャシオーが誠実 に見えるのは腹 の底 まで誠実だか らなの

だ。 ここに、見た ままを信 じ込むオセ ロの心的態度が典型的に現れている。

この ように、「確かですか!」 や 、含 み の多 い 「誠実 で す って?」 、また、

「考 え るで す って?」 な どを繰 り出す イヤ ー ゴは もの の本 質 を捉 え る便 法

と して、「考 える、知 る、判 る」 とい う言葉 をお うむ返 しに繰 り返す 。 そ

の ようにす ることで 、ものの考え方のイロハをオセロに教え込んでゆ く

それ も、いぶか しさがある ことを前提 に した考え方 を、である。そんなこ

とはないはず 、と疑 って掛 かるよ りも、なにかがあるはずだか ら、疑 って

掛 かるほうが いい とす る考え方だ。

そ してついに、イヤーゴは「惚 れ抜 いて、それで も疑い 、怪 しん で、 そ

れで も強 く愛す る 一方の寝取 られ男の嫉妬(同 、169-72)」 の恐 ろ しさ を

吹 き込 み 始 め る 。そ して、鍵 になる 「嫉妬」 とい う言葉 をオセロ自身の口

か らもつ いに言わせて しまう。 この言葉が強迫観念 としてオセロの記憶 に

定着す るの も時問の問題である。
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オセロ おい、 どう してそん なことを言 うのか?

この わ しが 、 この先 、嫉 妬 に生 きるとで も考えてお るのか?

満 ち欠 け る 月の変 化 を常 に新 しい疑惑 を持 って

追い続 けるとで も言 うのか?(同 、179-82)

「満 ち欠 け る月 の変 化 を…追 い続 ける」 とはムーア人オセロに特有の異邦

人 を思わせ る発想 だが、「新 しい疑惑 を持」 つのが月単位 で あ るのが 「び

くついている」心境 を窺 わせ る。毎 日とも、半 日とも、毎時間 とも、更に

は刻 々 とまでは言えないでいるオセ ロに、考 えの整理がついていない皮 肉

な控 え 目さが感 じとれる。 しか し、オセロは繰 り返 され るイヤーゴのけが

らわ しい推測 に抵抗 し、性格 の潔癖 さをあ らわに し、人間を辞めて好色の

山羊 になるとまで 書い放つ。山羊 になるなど、 どう考えて も不可能 なこ と

だか らだ とい う控 え 目さが感 じとれるのである。 しか し、山羊 でな く 「化

け物」 になるの も時 間の問題である。

オセ ロ いいや、一度疑いを持ったら、

一度 に決めて しまうとい うことだ
。

わ しを山羊 に変 えて しまえ

わ しの魂の働 きを、そんな脹 らみに脹 らませ 、

あ りそ うに もない憶 測に向 けるような時には。

これでは、お前の想像 に合わせ る ようなものだ。

わ しは嫉妬 なぞ起 こさんぞ……(同 、182-86)

なぜ 、 「一度 疑 い を持 っ た ら、/一 度 に決 め て しま う」 の だ ろ う。 なぜ 、

疑 う対象の本 質を 見極 める ことを しな くていいのか。ハ ム レッ トやマクベ

スが したように、「AかAで な いの か」 とい う二 分 法 的 疑 問 に捕 らわれ る

ことな く、卜 度に決めて しまう」 ところにオセロの悲劇 的 な思 考過程 が

ある♂)オ セ ロの思 考 の 流 れ にあ る、 この ように重要な欠落 の本流 を更 に

追 ってみ よう。

これ までの ところは、イヤーゴか ら思考の雛 形を押 しつ けられ、自己防

御 に忙 しい オセ ロの反応 の一端が窺えるのだが、そ こにはオセ ロを追い込

むイヤーゴに一・矢 を報いな くてはな らないと必死 に考えるオセ ロの健気 さ

も窺 える。そ こで、オセロはデズデモ ーナの父親 に投 げつけ られた 自他 と
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もに認める負の要素である、生 まれ、育 ち、そ して容貌のすべてに言及 し、

自分が選ばれた事実 を再確認 しなが ら、 しか も、その 自画 自賛か らす る と

矛盾す る愛 の訣別 を宣言す る。

オセロ わ し自身に弱 い面 があった と して も、

あれの翻意な ど少 しも恐れ ることも疑 うこ とも

す るつ もりはない。

なぜ なら、あれには 目が あ り、 このわ しを選んだのだからだ。

いいや、 イヤー ゴ、わ しは疑 う先に、見る。疑えば、立証 し、

それ を証拠 として、こ うす る より他 はない

愛 や嫉妬 と直 ぐに訣別す るだけだ。(同 、190-95)

オ セ ロ は 「疑 う先 に 、 見 る」 と言 う0見 て 、疑 え ば、即 座 に 「愛 を捨 てる」

と言 う。デズデモーナにはオセロを 「選 んだ目が あった」 とい う。イヤー

ゴは 奢う、オセロの容貌 におそれ、おびえおののいている ように見えた時

に、デズデモーナの愛 が 一番強かったのではないか、父親の反対 を押 し切っ

たのは、あの女 の見せ掛 けで はなかったか、デズデモーナがいつ も貞淑 と

考 えつつ、 この先 も生 きてゆ くつ も りなのか、 目に見える ものが ・実は見

せ掛 けである とい うことに考 えが及ばないのか、 と。 しか し、相手 をこの

まま追 い詰 めて は面白 くない。「緑 のIIを した化 け物 」 の 「食 べ て い る獲

物 を/も て あ そぶ(同 、168-69)」 面 白 さ を もっ と もっ と楽 しませ て もら

わな くてはならない。

そ こで、 イヤーゴは悪意 ではな く、為 を思 って 口に した言葉 だ と繰 り返

し、一旦は攻撃の手 を緩め、オセ ロの心 にほっ とす る隙を用意 させ、上司

思いの愛情 か らの発toで あ る と念 を押 して い く。 イヤ ー ゴの話術 のワナに

掛 かったオセ ロは、物事 をよ く見、 ものを考 え、 ものの道理 をわ きまえて

発言するイヤー ゴを正ll畳〔者 で あ る とます ます信 じ込 み 、誠実で信頼 に足 り

る と確信 し、とうとう己にない イヤーゴの賢 さを認めるまでに至 った。

オセロ さらに何 か判 った ら、 もっ と知 らせて ほ しい。

奥 さん をよ く観察す るように仕向けて くれ。

一人に して くれ 、イヤー ゴ。

イヤー ゴ 閣 ド、 これでおい とまを。〔行 きかける〕
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オセロ なぜわ しは結婚な どしたのだ?あ の 正 直者 は、疑 い もない、

口で 明かす ことよ りも、 もっともっ ともの を見、

ことを知っている。(同 、243-47>

そ の イヤ ー ゴが 「もっ と もっ と もの を見、ことを知 って」産み出す 「化 け

物」本人である ことにオセ ロは まった く気づかない。緩急 自在 に手繰 られ

たオセロは 「正直者 イヤー ゴ」 に促 されて 、ものを見、ことを知 りたいと、

必死 になる。 「目に見える証拠(同 、363)」 が あ れ ば 、 「笙 の 理 由(同 、

412)」 が あれ ば 、 そ れで結 論 が 出 て 、 オセ ロのすべては破滅す ることを予

想 だに しない。 こうして、イヤー ゴが妻 に盗 ませた 「魔法のハ ンカチ(3 .

4・71)」 を切 り札 に使 うお膳 立 て は 、 こ ともあ ろ うにオセ ロの方 で都 合良

く勝手 に調えて くれた。

また・上に引用 した箇所 には、イヤーゴの したたか さが読み取 れる。そ

れは、その場 か ら 「おい とまを」 し、 目の前か らいな くなった と思 わせ て

おいて・ イヤーゴは直 ぐに引 き返 え して くる動作である。 ほっと して 自分

の考 えの中に沈み込 もうと した途端 に、再 び相 手は姿 を現 したのだ。その

唐突 さが イヤー ゴの心理作戦 なのだ。 オセ ロはかろ う じて 自分の防御態勢

を建 て直す。

オセ ロ

イ ヤ ー ゴ

さがれ!向 こ うへ ゆ け!お 前 は この わ しを

拷 問 台 にか け ているのだ!

誓 って言 う、 い っそ大 い に悪 し様 に言われたほうがいい。

わずか しか知 らない よ りも。

どうな さった とい うのです 、閣下?

(3.3.338-40)

オ セ ロ を独 り苦 しめ させ てお いて 、傍 を離れるふ りを して、イヤーゴはふ

いに戻 って来た。オセ ロに また また隙がで きた。す ると、オセ ロは 一aわず

もが なの こ と まで喋 って しま う。不貞の事実があ るか どうか知 りた くて、

自分の 目で見てみ た、 とオセ ロは言 う。

オセ ロ わ しの 目を盗んで の邪淫の時の跡 な ど奴 に見なか ったぞ。

あれの体 に見えなか った、考 えも しなかった、
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だか ら苦 しまなか った。

次の夜 もよ く眠れた し、食欲 もあった し、心楽 しくもあった。

あれの唇 にはキャシオーの接吻の跡 な ど見つ か らなかった。

q司 、341-44)

[邪 淫 の 時 の跡1が 見 えた ら、不 貞の 跡 が あ る と考えたであろ う、と情け

ない ことをiの 。そ の よ うな 日に見 え る証拠 な どあるはず もない。 「だか

ら苦 しまなかった」 と正直 にイヤー ゴに報告 している,,そ の 正直 さとい う

心 の 隙 を率 直 に さ らけ出 してオセロは続 ける。証拠が欲 しい。 目で確 かめ

て、その後 に疑 う、 とオセ ロは言う。疑 う前に見たい一一 証拠が先 だ。

オ セ ロ そのとお りだ とこの 目に見せろ。それが駄 目なら、

そ うだ と証明 してみろ、

その証拠 には、い ささかの疑 いをかけ うる

きっかけ も隙 もない とい うこ とを一一 一

さもな くばお前 の命はない もの と思 え!(同r367-69)

hて 見 な い か ぎ りは 不 貞 を信 じる こ とが で きな い 、 と 言 う。 しか し 、 見 て

膏 うの で な く、 見れ ば 、 も う疑 う こ と を しな い 、 と も 最 う の だ 。 「い さ さ

か の 疑 い を か け うる/き っ か け も隙 もな い 」 とい う こ と は 、 「そ の 後 に 疑

うiと 矛 盾 して い る こ と に オ セ ロ は 気 が つ か な い 。 これ に対 す る イ ヤ ー ゴ

の 反 応 は 、 あ ま りに オ セ ロ を興 奮 させ た こ と を 目の 当 た り に して 、 さ らに

1・rに 出 る こ とで 友情 を オ セ ロ に 抱 き始 め た 矢 先 で あ る 、 と ま で 言 い

放 っ て 、 真 意 を隠 す こ と に 成 功 す る 。,嘘 な どf7わ ず 、 あ く まで 、 為 を思 っ

て の 善意 た と信 じ込 ませ な くて は な ら な い 。 敵 の 破 滅 を楽 しむ に は 善 意 と

悪1`,t_,.の落 差 が な い 方がV》 いc,

子ヤ ー ゴ

オ セ ロ

♂ レ ー 二=ず

御 教 訓 、 ま こ と に か た じけ な く存 じ ます 。 今 日 か らは 、

友 人 を愛 す る こ とは や め に し ます 。

友'情が こ ん な 小 都 合 を 産 む の で す か ら,、

い や 待 で 、 お 前 は 誠 実 で な くて は な ら な い 。

い や 、 利llで な け れ ば な らな い の で すn

誠'1・'でい る 、二と け 道 化 役 だ 、
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懸命に演 じて、元 も子 も無 くして しまうのですか ら。

オセ ロ 誓 って書 うが、

妻が貞淑であれば と思 うし、そ うでない とも思 う、

お前が正 しいと思 う し、そ うで ない とも思 う。

証拠 が要る。(同 、382-89)

誠実 さを演 じ続 け た ばか りに誤 解 された、と言 って 、腹 を立 てて傍 を離れ

るふ りをす るイヤーゴ。そのイヤーゴを引 き止 めて オセ ロは 「思 う」 を連

発す る。そ して、「知る」 には証拠 がいるのだ とい う思 考 の筋 道 に沿 う発

想 を続 ける。思 う壺 に嵌 まったオセロにイヤーゴはその 「証拠の品」 のハ

ンカチで、デズデモ ーナを夢 で抱 き締 めたキャシオーが 「髭を拭 いた(同 、

437-42)」 と言 う。 デズ デ モ ー ナが 語 り掛 け、['1づ け を繰 り返 した ハ ンカ

チ で髭 を拭 いた!こ の あ ま りに も具 体 的 で煽 情 的 な報告 に、つ いに、オセ

ロに事が見えた。疑 いは立証 され、愛 とも嫉妬 とも訣別の時が来た。

オセロ 奴 の不貞が一事実である ことが、今 こそ見えたぞ。

よ く見ろ、 イヤー ゴ、

わ しの愚かな愛のすべて を天に吹 き飛 ば して くれるわ。

ほ一れ、 これで胸の うちか らす っか りな くなって しまった。

黒 い復讐 よ、立 ち上がれ、汝の虚ろな穴か ら…(同 、447-50)

つ い に、 これ まで デ ズ デモ ー ナ に尽 くして きた 「愚かな愛」の埋め合わせ

をす るために 「黒 い復讐」 を決意す る。今やオセロは イヤー ゴの誠実 なも

の言い に、一軍 を率い るに足 る隊長 に任 じた。ついに イヤー ゴの求めてい

た出世が、向 こうか ら転が り込んで きた。

か くして、オセ ロは イヤー ゴに教 えて もらった思考過程 を、最初 は恐 る

恐 る、最後 には 自ら進 んで、真似てみる ことで、見事に誘導 された とも知

らず、一歩 …歩結論 に急 ぐことを強い られてい く。 ところが、見れば、考

えるまで もな く、結論 は明 らかである とい う11・来の オセ ロの思 い込 み は 、

皮 肉 な こ とに、考える とい う過程 を無理 じい され ることで、更に強 い疑念

に追い込 まれる ことになる。 さらに皮 肉なことには、考 えを徹底 させず に

適 当なところで切 りLげ る とい う悪 習 か ら結 局 は抜 け 出せず 、真の意味で

の考 える とい う過程 を経ず に、オセロは、い きな り結論へ 飛んで しまうの
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である。そんな ことはないはず 、 と疑 うこ とを止めて、復讐へす っ飛 んで

しまった。

こ うして、固 く決意 したオセ ロは、密会 を見たであろ うとエ ミー リァに

問い質 し、「ハ ンカチ を奴の手に見た(5.2.62)」 以 上 、不 貞 は 事 実 だ とデ

ズ デモ ー ナ をも責め上 げる。その手で愛す る者 を成敗 したオセロは、事 の

成 り行 きについて は、 イヤ ーゴが正直者 だか ら、「お前 の亭 主 はな に もか

に も知 っている(同 、137)」 とエ ミー リ ァ に言 う。 しか し、 イヤ ー ゴは

「考 えた ままを言 った までの こと。口に したのは/ご 自 身 で も信 じ られ る

と判 断 され たことだけだ(同 、172-73)」 と言 って はば か らない 。 「考 え た

まま」 を聞かされてオセロが思 うばか りか、考えて信 じ込 んで しまったの

は、(そ れ が イヤ ー ゴの た ばか りと も知 らず)、 考 えの筋道 を途中 まで手伝 っ

て もらった結果 なのだ とい うことにも気づかず、 自分の考えを徹底 させた

もの と信 じて疑 わなか ったか らである。

以上 の ように、三幕三場 の 「誘惑の場」 を中心 に、オセロの言動の動機

づ けに焦点 を合わせ 、オセ ロの ものの捉 え方 を見て きた。イヤーゴが張 り

巡 らした話術 のワナにい とも簡単 にオセ ロは捕 らえ られた。 もしも、 もの

を見る 目と、聞 き分ける耳がオセ ロにあ って、 じっ くりものを考 える人で

あったの ならば、相手の言葉の背後に隠 されている思惑 を、次々と変化 し、

目ま ぐる しく展 開す る言語状況 に身を置か されなが らも、正 しく推論 で き

たであろ う。瞬時に戦況 を判断す る将軍の 目に加 えて、刻 々と変化する状

況を熟考 の後 に、 さらに捉 え直す慎重 さがあったのな らば、見るこ とは信

じることだ、聞 くことも信 じることだ、と…足飛 びに己の直観 を徹底 させ

る悪癖か ら逃れ ることもで きたであろ う。

このように、イヤーゴにだ まされている ことに最後の最後 までオセロは

気づ かず、い とも簡単 に嫉妬にか られ、オセロの心 は乱れ、気 は激 し、つ

いには 目が くらみ 、貴重 な愛 を己の手で投 げ捨てて しまった。あま りに も

ことを知 らず にいたために、あ ま りにもことが 見えなかったか ら余計 に、

さらには、 もの を深 く考 えぬ性 向であ ったせいで 、自らの手で愛す る者 の

息の根 を止めて しまったのだ。

確か に、オセ ロには真相が 見えなか った。聞いたことが嘘であるか もし

れ ない とオセロは思わなか った。 オセロの考えはすべてが事実でないか も

しれない とい う可能性 に まで及ばなかった。その ようなこ とはない、 と考
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えず に・その ような ことがあ る、 と、皮 肉に も、考 えたのだ。

それは・「誘惑の場」 でのオセ ロとイヤーゴの二人の台詞にもある 「__

を見 る・ ∴… と思 う、… … と考 える、…… を知 る、…… と信 じる」 な どと

い う一連 の認識表現 に特徴的 に現 れたオセ ロの思考傾向 に原因が あった
。

確 かに・オセ ロは聞 くことか ら、あ るいは、見るこ とか ら…気 に確信 に進

む認識過程 を得意 と していた。

そこが・イヤー ゴに付 け入 らせ る隙 を与 えて しまった。言 葉巧み にオセ

ロをそそのか し、つ いにはデズ デモーナを殺す ことを決意 させ
、イヤ ーゴ

は待 望の部隊長に昇格 した。 オセ ロに率直で正直なため らいが あった にも

かかわ らず・イヤー ゴの見事 な誘導作戦にかか り、殺 して しまうまでデズ

デモーナの不実 を信 じ込 んだ人間オセ ロの悲劇 的な感 じ方 、考 え方、 さら

には、生 き方 を一般意味論の立場か ら検討 した。

注

(1)翻 訳 論 と一 般意 味 論 に関 わ るが 、 原文 の ・know ,see,think'な どの

認 識 表現 とそ の派 生 語 を 日本 語 に訳 出する場合 に、それぞれの表す意味

が重 なるか どうか を踏 まえた1二で な い と翻 訳 はで きな い。 また、意味が

重 なる翻訳が で きて も、現代 の 日本 人の語感でシェイクス ピアが読 める

か どうか とい う問題 もあ る。400年 以上 も時 間的 に 隔 た りが あ る し、空

間的 にも掛 け離れ、風俗 習慣 に始 まって、 ものの考え方 、感 じ方 、さら

には、発想 も論理思考 もなに もかに も相違す るところの多い二つの文化

を繋 ぐことは初めか ら無理であるの は自明である。加 えて、 リズム を伝

える ことはほ とん ど不可能である と思 われ るが 、原文の詩 的映像 をどの

くらい まで削がず に翻訳で伝 え られるか とうい う問題 もある。そ こで引

用者が取 った翻訳姿勢 を簡単 に記 してお きたい。

① まず、M.ス ピヴ ァ ックの 『用語 検索(The・HarvardConcordance

toShakespeare,1969)』 で認 識 表現 の ・know ,see,think,と そ の

派生 語 だ け に限 って頻 度 を検索 してみた。す る と、三 幕.一こ場 に比 較

的 頻 出 してい る こ とが判った。 しか も、オセロ とイヤーゴの台詞 に

多出 していることが確認で きた。

② 次 に、語釈 の例文 と して 『オセロ』 か ら引川 されて いる`know }
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see,think'と そ の 派 生 語 だ け に 限 っ て こ こ で は煩 環 に な る ので ・

掲 載 され て い る そ れ ぞ れ の 語 釈 とそ の 例 文 は省 略 す る が 『オ ッ

ク ス フ ォ ー ド英 語 辞 典 』 と 、C.T.ア ニ ア ンズ の 「シ ェ イ ク ス ピ ア用

語 辞 典(!18hα 勉speαrεGlossary,Oxford,1953)、 第 二 版 』 と 、

そ の 改 訂 版 で あ る兄D.イ ー グ ル ス ンの 『シ ェ イ ク ス ピ ア 用 語 辞 典

(!9861』 を 調 べ て み る と、 現 代 英 語 と違 う語 釈 が 少 な い こ とが 確 認

で きた 。 つ ま り、 認 識 表 現 に 関 して 言 え ば 、 現 代 英 語 と シ ェ イ ク ス

ピ ァ の 英 語 は 重な る 部 分 が 多 い の で あ る 。

ま 、紙r=ノ ー・-1・:ルト『英 、編 襖(C・pinsC・build翫8」 ∫shDickion一

αry,cd.JohnSinclalretgLondon:HarperCol}ins,1995)』

で ・know 7see91.}pink'と そ の 派 生 語 を 調 べ 、 い わ ば 「意 味 の 意 味 」

を拠.て み る と 、 昌本 語 の 意 味 と 重 な る 語 釈 が 多 い こ とが 確 認 で き

た 。 こ の 興通 点 は 興/"JyL'i'1い.人 間 の 思 考 構 造 の 当然 の 重 な りな の で

捷 ろ うか(,

顔 え て3「 知 る 、 見 る 、判 る 、 考 え る 、 思 うjを 手 近 の 国 語 辞 典

d新 明 解 国 語 辞 典 』(第.二 版 、 三 省 堂 、1974年)と 『岩 波 国 語 辞 典 』

;'第五 版 、 岩 波 書 店 、1994年)〕 な ど と、『こ とば の意 味H』(柴 田武 ・

國 廣 哲 彌 他 編 、平 凡 社 、1979年)な ど の 文 献 を 参 照 し、 英 語 と 日本

語 との 発 想 や 語 感 の 重 な り具 合 や 差 異 に つ い て 確 認 した 。 〔な お ・

こ の 場 を借 りて 、 後 者 の ゴこ と ば の 意 味H』 を紹 介 して くだ さ っ た

國 廣 哲彌 教 授 に 感 謝 した い 。〕

こ の 小 論 に 引 川 した 『オ セ ロ』 の 翻 訳 に つ い て 記 す と 、 原 文 の ほ

と ん どが 韻'文で あ る む つ か し さが 先 ず あ る もの だ か ら 、色 々 な翻 訳

姿 勢 を 従 来 どお り と っ て み た が 、 「耳 で 聞 い て も 分 か りや す い 、 平

易 な 散 文 体 」 に結 局 は 落 ち着 い た 、、 こ れ は シ ェ イ ク ス ピア 劇 の 翻 訳

と現 状 を 明 ら か に した 「教 室 の シ 〕、イ ク ス ピァ…一…教 材 と して の 翻

訳 第'章 翻 訳 、論に 代 え て 一 …1(神 奈 川 大 学 夕杜q語 研 究 セ ン ター
a語 学 研 究 』 第7}」』

、59-82頁)で 論 述 した の と同 様 の 基 本 態 度 で あ

るr)

(21原 典 はJ.CS.t1.ホ グマ ン編 註 の 「ア ー デ ン ・シ ェ イ ク ス ピ ア 」 叢 書 版

11997年 ノ を使 用 したr,ま た 、 引 用 文 を翻 訳 す る 際 に は 、 既 刊 書 を 数 多

ぐ参 照 した が 、 原 文 を 比 較 的1確 に 訳 出 〔一て い る と思 わ れ る大 山俊 一』氏

の 訳(「 旺 文 社 文 庫 」、旺 文 社 、1971年)を 特 に 参 照 し、 引 用 者 が 拙 訳 し
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た。

(3)「 思 う ・考 え る」 につ い て だけ 、 『ことばの意味 瑚(註(1>② 参 照)

の 記述 を引 用 してみ る と、「共通点は 「現在の状態」 を表 し(105頁)
、

〈 あ る判 断 を表 す 〉」。相 違点 と しては、「オモウ〈心の 中で 〉<あ る対

象 の イメー ジ(感 覚 ・情 緒)を 意 識 す る 〉〈直覚 的 ・情 緒 的 〉カンガエル

〈頭の中で〉〈ある対象 につ いて知力 を働 かせ る〉〈過程的 ・論理的 〉

(111頁)」 とあ る。 この知 力 を働 かせ る過 程的 ・論理的な思考態度が確

か にオセロには欠落 していた。

(4)異 邦 人 と しての オ セ ロ像 を論 じた文献は多い。最近のものではデeス_

サ の著 書(GeraldoU.deSousa ,Shakespeare'sCross-(;ulturalEn-

counters,London:Macmillan ,1999)が あ る。 特 に、第四 章(・Textual

Intersections')の113-28頁 を参 照 。

(5)イ ァー ゴ ウの階級 は 「これ まで の 日本訳 はほ とん どすべ て 「旗手」 と

「副官」 となっているが、 これは誤 りである。 シェイクス ピァの種 本 、

軍隊の常識 か ら考えて、 イァーゴウが副官 にあこがれるのはおか しい。

副官 は指揮官のいわば秘書 、当番の類で、決 して望 ましい地位ではない。

もともと副官 と旗手 とは同 じ者である。副官が戦場 に出れば旗手 となっ

た ものであ る。キャ ッシオウはオセ ロウ鷹下の 「先任将校」、「副司令官」、

「部隊長」、「隊長」 な どと訳すべ きものである。イ ァーゴウが副官 となっ
'て オ セ ロ ウの秘 書 また は当番 とな り

、常 にその周辺 にお り、自由にその

家庭 に出入 りし、か くしては じめて 『オセ ロウ』の悲劇が可能 となるの

だ。」(大 山 、前掲 訳 書 、 「あ とが き」、281頁 。)

(6)嫉 妬 にか られ てい る の は、彼 の置 かれた状況や用 いる心象 を検討す れ

ば、それはオセロでな くイヤー ゴの方である。いわば、その托償行 為を

オセロに迫 った、と解釈で きる。例えば、イヤーゴにとって にが にが し

いの は、 自分 と同国のヴェニス人で、色 白のデズデモーナが黒 いアフ リ

カ馬 に抱 かれ ることであった。「年寄 りの黒の雄羊一頭が白の雌羊に乗っ

か って……背 中二つのケダモ ノを演 じて(1 .1.87-115)」 い るか らだ った 。

イヤ ー ゴの嫉 妬 心は淫 らな想像 を言葉にす ることで3 E=7かき立 て られた。

イヤ ー ゴの台 詞 には性的 な心象が溢 れかえる。そ して、 イヤーゴが産み

出すのは 「緑 の 目を した化 け物(3.3.168)」 で あ る 。嫉 妬 は 自分 と 同等

で あ る と考 えている者が 自分 よ り恵 まれていた り、優れて評価 されてい

ることが判 った途端 に産み出 される。 自分が嫉 妬に狂 っているので、人
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も嫉妬 に狂 わせ よ う とす る悪 の化 身は、人が善 くて大 まか なオセロの性

格 を手玉 に取 り、 自分が緑の 目を した嫉妬の化け物 となって ・オセロを

自滅 させ たのである。

(7)ア リス トテ レス に始 まる西 洋 的論 理の 「AかAで な いか」 とい う二分

法 につ いて は小論 〔「よ りいい」 は 「いい」 よ り 「いや」 比較 構文

に見 るマ クベ スの選択肢(『 言 語研 究 』第21号 、 神 奈 川 大 学 外 国語

研 究 セ ンター 、1-27頁)を 参 照 され た い 。

SelectedBibliography

Adamson,Jane.OthelloasTragedy:SomeProblemsofJudgment

andFeeling.CambridgeUniversityPress,1980.

Bayley,John.Shakespearean(1Trα8θd汐,London,1981.

Bradbrook,M.C.Shakespeare:ThePoetinHisWorld.London,

19'18.

Campbell,LilyB.Shahespeare'sTragicHeroes.London,1961.

Clemen,WolfgangH.TheDevelopmentofShakespeare'sImagery.

UniversityPaperbacks.London,1966.

Council,Norman.WhenHonour'sattheStake.London,x.973.

Curry,WalterClyde.Shakespeare'sPhilosophicalPatterns.Louisi-

anaStateUniversityPree,1968.

Evans,B.Ifor.TheLanguageofShakespeare'sPlays.University

Paperbacks,1965.

Fiedler,LeslieA.

Fluchere,Henri.

1964.

Harbage,Alfred.

TheStrangerinShakespeare.NewYork,1972.

Shakespeare,trans.Hamilton,Guy.London,

ShakespeareWithoutWordsandOtherEssays.

HarvardUniversityPress,1972.

Henn,T.R.ThedivingImage:ShakespeareanEssays.London,

1972.

Hobson,Alan.FullCircle:ShahespeareandMoralDevelopment.

London,1972.

Holloway,John.TheStoryoftheNight.London,X961.



聞 く だ け で 、見 る だ け で 、信 じ込 む105

Hulme,HildaM .ExplorationsinShakespeare'sLanguage:Some

ProblemsofWordIVIeaningintheDramaticText
.London,] .963.

Hunter,RobertG.S為 α勉$ρ θαrθandtheM
,ysteryofGod'sJudgments.

TheUniversityofGeorgiaPress
,1976.

Jones,Emrys.ScenicForminShakespeare
.Oxford,1971.

Jorgensen,PaulA .redeemingShakespeare'sWords .University

ofCaliforniaPress,1962 .

Leech,Clifford,ShakespeareTheTragedies:ACollectionofCritical

Essays.ChicagolTheUniversityofChicago
,1965.

Lewis,Wyndham .The.LionandtheFox.The .RoleoftheHeroin

thePlays(ゾShakespeare.UniversityPaperbacks
,1966.

L・ngMichae1,TheUnnaturalScene:AStudy加S励 θspθ αr伽

Tragedy.London,1976.

MacAlindonT.ShakespeareandDecorum .London,Iy73.

Matthews,Honor.CharacterandSymbolinShakespeare'sPlays
.

NewYork,1969.

McClellan,Kenneth.WhateverHappenedtoShakespeare?London
,

x.978.

Muir,Kenneth.8ゐ αんθSρεαr〆sfiragicSequence
.LiverpoolUniversi.

ty,19?'9.

Rabkink,Norman.ShakespeareandtheCommonUnderstanding
.

London,1967.

Rees,Joan.ShakespeareartdtheStory:AspectsofCreation
.Lon-

don,197$.

Rosenberg,Marvin.The .basksofOthello.Universityofl)ela-

warePress,1972.

Stewart・J・1・M・Characterα πdMotivein8ん α勉qρ8αrぞ
.London,

1965.

Moll,E.E.ArtandArtificeinShakespeare
.UniversityPiper--

backs,1963.

Traversi・D・A.AnAppr・ αchωS励 卿 θαrθ
,V・HI.NewY。rk,

19G9.

Turner,Frederick・S/Zα んθSρθαrθandtheNature(ゾTime
.Oxford,

19'71..


